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日
本
に

お

け
る

浄
土
教
信
仰
の

定
着
は
、

九

世
紀
中
頃
に

お
こ

っ

た

不
断
念
仏
に

よ

る

と

こ

ろ

が

大
き
い

。

不
断
念
仏
の

浸
透
は

、

そ

れ

ま

で

に

な
か
っ

た

新
奇
な
仏
教
が
日
本
に

根
付
い

た

わ

け
で

な

く
、

奈
良

時
代
か
ら

み

え
た

阿
弥
陀
信
仰

、

そ

の

多
く
は

阿
弥
陀
悔
過
に

近
似
す

る

か
た

ち
で

日

本
に

定
着
し
て

い

っ

た
。

不
断
念
仏
は

、

法
照

流
念
仏

で

あ
る

五

会
念
仏
に

そ
の

実
態
が
あ
る

が
、

法
照
流
念
仏
の

移
入
は

教

理
的
な
側
面
よ

り、

特
異
な
音
声
に

よ

る

法
式
の

導
入
に

眼

目

が

あ
っ

（

1
）

た
。

　
一

方
で

、

寛
和
元

年
（

九
八

五
）

に

撰
述
さ

れ

た

『

往
生

要
集
』

は

当
該
期
に

お

け
る

浄
土

信
仰

を
包

摂
し

、

浄
土
教
理

論
と

し

て

道
俗
貴

賤
に

受
容
さ

れ
、

以
後
の

浄

土

教
の

指
針
と

な
り

多
大
な
影
響
を

あ
た

え
た

。

不
断
念
仏
の

発
展

と

『

往
生
要
集
』

成
立
は

、

日
本
浄
土

教
に

お
い

て

重

要
な

課
題
と
い

え
る

。

こ

れ

ら
は

、

個
別

に

進
展
し

て

い

く

わ

け
で

は

な
く

、

「

往
生

要

集
』

は

不
断
念

仏
の

影
響
を

取
り
入

れ

て

い

る
。

称
名
念

仏
、

ま
た

地

獄
・

浄
土

の

観
念
の

浸
透

。

こ

れ
ら
は

、

『

往
生

要

集
』

に

始
ま
る

わ

け
で

な

く
、

不
断
念

仏
を

は

じ
め

と

す
る

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
三

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

当
該
期
の

浄
土
教
信
仰
を

ふ

ま

え
た

上

で

生
ま

れ

て

き
た

。

こ

れ

ら
の

課
題
に

取
り
組
ん

で

い

き
た

い
。

一

　

不
断

念
仏
の

興
隆
と

仏
名

会

本
稿
で

は

　
不

断
念
仏
は

、

貞
観
七

年
（
八

六

四
）

に

叡
山

東
塔
常
行
堂
に

お
い

て

円

仁
の

遺
志
を

汲
ん

だ

相
応
が

始
め

た
こ

と

を

嚆
矢
と

す
る

が
、

以

後
、

園
城
寺

、

無

動
寺

、

元
慶
寺

、

叡
山

西

塔
と
い

っ

た

寺
院
で

も
始

め

ら

れ

た
。

こ

れ

ら
の

寺
院
で

の

浸
透
の

段
階

は
、

い

ま
だ

個
人
の

往

生
と
い

っ

た

概
念
は

稀
薄
な
も
の

で

あ
り

、

特

定
の

階
層
を
除
い

て

浄

土

教
が

浸
透
し
て

お

ら
ず

、

常
行
三

昧
僧
に

よ

り
、

鎮
護
国
家
や

自
利

に

お

け

る

修
善
と
い

っ

た

側
面
が

強
い

も
の

で

あ
っ

た
。

　
不

断
念
仏
が

始
ま
る

頃
、

神
泉
苑
で

は

御
霊

会
が

行
わ

れ
、

宮
中
を

中
心
と

し

て

仏
名
会
が

始
め

ら

れ
た

。

宮
中

に

お
い

て

仏
名
会
が

創
始

さ

れ

た

の

は
、

承
和
五

年
（
八

三

八
）

で

あ

り
、

以

後
恒
例

化
を

果
た

し
、

諸
国
で

も
仏
名
会
に

行
わ

れ
る

こ

と

に

な

る
。

一

方
で

、

奈
良
時

代
よ

り

続
く
諸

尊
悔
過
会
は

減
少
を
辿

り
、

天

安
二

年
（

八

五

八
）

以

五

三

一 605 一
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不
断

念
仏
と

『

往
生

要

集
』

（

伊

　
藤
）

降
、

仏
の

名
を

唱
え

懺

悔
す
る

仏
名

会
が

盛
行

を

迎

え
る

こ

と

に

な

（

2）
る

。

こ

の

よ

う
な
仏
名
会
の

盛
行
が

、

不
断
念
仏
の

発
展
と

時
期
的

に

重
な
っ

て

い

る
こ

と

は

注
目
さ

れ

る
。

　

不
断
念
仏
は

、

そ
の

修
法
の

形
態
が
「

昼

は

法
華
経
を

読
み

或
は

講

じ
、

夜
は

阿
弥
陀

仏
を

念

ず
る

又
は

懺

法
を

行
う
」

と
い

う
よ

う
に

、

承
和
年
間
以
降
に

定
着
を

み

た
、

読
経
悔
過
型

法
要
と
合
致

す
る

こ

と

　

　
（

3）

か

ら

も
、

本

質
と

し
て

は

奈
良
時

代
よ

り
続
く
悔
過
会
と
の

近

似
性
よ

り
定
着
し
て

い

る
。

薗
田

香
融
氏
は

、

浄
土

教
の

発
生
は
、

天

台
の

密

教
化
よ

り
派
生
し

た

こ

と

を

指
摘
さ
れ

た

が
、

不
断
念
仏

が

定
着
す
る

基

盤
は

、

雑
密
の

修
法
で

あ
る

悔
過
会
と

同
じ

土

壌
の

中
で

浸
透
し
て

　（
4）

き
た

。

こ

の

こ

と

は
、

仏
名
会
と

同
じ
で

あ
り

、

仏
名
会
と

不
断
念
仏

が

発
展
し
て

い

く
土

壌
は

、

奈
良
時
代
よ

り
続
く
悔
過
会
を
基
盤
と

し

て

い

る
。

仏
名
会
と

不
断
念
仏
の

関
係
に
つ

い

て

興
味
深
い

の

は

相
応

の

活
動
で

あ
る

。

不
断
念
仏
を

創
始
し

た

相

応
は

、

不
断
念
仏
（

五

会

念
仏
）

を

日

本
に

移
入
し
た

円

仁
の

弟
子
で

あ

る

が
、

鎌
倉
時
代
の

琳

阿
本

『

法
然
上

人
伝
』

に

は

「

相
応
和
尚
念

仏
を
ひ

ろ

め

し
」

（

『

法
然

上
人
伝
全

集』

法
然
上

人
伝
全
集
刊
行
会

、

昭
和
四

〇

年、

五

五

六

頁）

と

し

て

念
仏
を

広
め

た

存
在
と

し

て

認
知
さ

れ

て

い

た
。

一

方
で

、

相
応
の

伝
記
で

あ
る

『

天

台
南

山

無

動
寺
建
立

和
尚
伝
』

に

は
、

又
書
コ

写
三

千
仏
名
経
一

部一

是
建
コ

立

草
庵一

独

傘

修
行一

之

時
始
レ

従
二

十
二

月
一

日
一

迄
二

三

日
一

日
夜

為
二

一

切
衆
生

滅
罪
生

善
薦
福一

修
二

仏
名
懺
悔　

毎

年
無
レ

闕
一

夜
必

尽
三

巻
。

導
師
毎
レ

唱一．
一

仏
名

和
尚

礼

拝
必

三

度
。

算
二

五
四

其
成
数一

九
千

礼
也

。

縦
得
二

鳥
獲
気
カ一

此

非
二

凡
夫
之

所
フ

堪
矣

。

爰
知
聖

人
所
作
在
二

言

談
之
外一

今
年
書
コ

写
仏

名
経一

為
レ

允
二

此
用・

也
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
（

『

群
書
類
従
』

五
、

五
五
一

頁）

三

千
仏
名
経
に

よ

る

仏

名
会
が

定
着
す
る

延

喜
一

八

年
（

九
一

八
）

以

前
に

、

三

千
仏
名
会
を

み

ず
か

ら

行
っ

て
い

た
こ

と

が

記
さ
れ

て

い

る
。

不
断
念
仏
の

創
始
者
と
い

え

る

相
応

が
、

三

千
仏
名
会
を
始
め

た
こ

と

は
、

双
方
の

関
連
か

ら

み

て

も

興
味
深
い

。

相
応
が

密
教
的
修
験
に

長

け
た

僧
で

あ
っ

た

事
実
は

、

薗
田

氏
の

指
摘
に

み

る

天

台
の

密
教
化
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

5
）

ら
浄
土

教
が

派
生

し

た

と
い

う
指
摘
か

ら

考
え
て

も

理

解
で

き
る

も
の

で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

不
断
念
仏
と

仏

名
会
は

、

天

台
の

密
教
化

、

ま

た

は

悔
過
会
の

盛
行
と
い

う
基

盤
の

中
か

ら

展
開

を
み

た
の

で

あ
る

。

二

　

地

獄
思
想
の

浸
透

　

不
断
念
仏
の

発
展
が

、

日

本
に

浄
土

教
を
浸
透
さ

せ

る

役
割
を
果
た

し
た

こ

と

は

い

う
ま
で

も

な
い

が
、

同

時

代
に

盛
ん

で

あ
っ

た
仏
名
会

は
、

浄
土

教
に

お
い

て

影
響
を

あ
た

え
た

側
面
が

み

ら
れ

る
。

一

つ

は

称
名
念
仏
で

あ
り

、

仏

名
会
の

修
法
の

形
態
が

仏
名
を
唱
え
懴
悔
す
る

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
（

6）

と
い

う
あ
り
方
か

ら

も

直
接
的

な

影
響
が

窺
え

る
。

さ

ら

に

は
、

地
獄

思
想
が

あ
げ
ら

れ

る

で

あ

ろ

う
。

和
歌
森
太
郎
氏
は

日

本
社

会
に

地
獄

思
想
が

定
着
す
る

に

つ

い

て
、

『

往
生

要
集
』

に

先
立

ち

仏
名
会
が

大

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
7）

き
な
役
割
を
果
た

し

た
こ

と

を

指
摘
さ

れ
た

。

承

和
年
間
以

降
、

宮
中

ま

た

諸

国
に

盛
行
を

み

る

仏
名
会
は

、

『

十
六
巻

仏
名

経
』

を

そ
の

典

一 606一
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拠
に

も
つ

。

『

十
六

巻
仏

名
経
』

は
、

地

獄
で

の

果
報
の

恐
怖
を
強

調

し
、

前
世
・

現
世
・

来
世
の

仏
名
を

礼
誦
し

懺

悔
を
行
い
、

衆
生

の

三

世
で

の

罪

障
を
避

け
る

こ

と
を

趣
旨
と

し
、

儀
礼
に

お
い

て

は
、

「

御

仏

名
と

て

地

獄
絵
の

御
屏
風

な
ど

と

う
で

し
つ

ら

ふ
」

（
「

栄
華
物
語
』

日

本

古
典

文
学
大
系
七

五
、

岩
波
書
店

、

昭
和
三

九

年
、

一
一

六

頁
）

と

い

う
よ

う
に
、

一

万
三

千
仏
画
の

対
に

地
獄
変

屏
風
が

設
置
さ

れ

て

行
わ

れ
た

。

の

ち
に
一

万
三

千
仏
名
会
は

、

玄
鑑
内
供
の

上

奏
に

よ

り

三

千

仏

名
会
に

変
更
さ
れ
る

が
、

こ

こ

で

は

儀
礼
や

法
会
の

場
の

荘
厳

に

は

変

化
は

な

か
っ

た
。

仏
名
会
の

発
展
は

、

地
獄

観
念
の

浸

透
を

促

す
わ

け
で

あ
る

が
、

仏
名
会
の

堕
地

獄
の

観
念
は

、

讃
岐
国
の

仏

名
会
（
『

菅

家
文

草
』

二

七

九
、

日

本
古
典
文
学
大
系
七
二
、

岩
波
書
店、

昭

和
四
一

年
、

三

二

八

頁
）

に

見
え
る

よ

う
に

、

「

課

税
に

逋
逃
」

し

た

者
、

「

公

私
を

欺
詐
」

し

た

者
は

地

獄

に

堕

す
と
い

う
懲
罰
的

な

意
義
を

持
ち

民
衆
層

へ

浸
透
す
る

。

世
俗
の

悪
業
や

罪
障
に
よ

り
地

獄
へ

堕

す
と
い

う
懲
罰

的
な

地

獄
観
は

、

堕
地
獄
の

回

避
の

た

め

罪

障
を

消
除
す
る

仏

名
会
を

際
だ

た

せ

る

意
義
が

あ

る

が
、

不
断
念
仏
に

お
い

て

も
滅
罪
と
い

う
意

義
は

重

視
さ
れ

、

双
方
の

関
係
が

示
唆
さ

れ

る
。

先
に

見
た

よ

う
に

、

仏
名
会
は

承
和
以

降
に

盛
行
す
る

が
、

不
断
念
仏
も
同
時
期

よ

り

臨
終

行
儀
を

中
心
と

し

て

貴
族
層
に

広
ま

り
を
見
せ

る
。

良
源
は

「

九

品
往

生

義
』

を

撰
述
し

、

空
也

、

千
観
は

民
間
に

阿
弥
陀
信
仰

を

広

め
、

浄

土

教
信
仰
は

在
俗
層
へ

の

広
ま

り
を

見
せ

て

く
る

。

仏

名
会
に

よ

り
広

ま
っ

た

堕

地

獄
の

観

念
は

、

浄
土

教
に

よ
っ

て

取
り

入

れ
ら

れ
、

地

不
断
念
仏
と

『

往
生

要
集
』

（

伊
　
藤）

獄
・

浄
土
の

対
比

を

生

み

出
す
こ

と

に

な

る
。

に

よ

り

結
実
さ
れ

る

こ

と

に

な

る
の

で

あ

る
。

三

　
『

往
生

要

集
』

撰
述
の

背

景

そ
し

て
、

『

往
生
要
集
』

　
『

往
生

要
集
』

の

撰
述
は
二

十
五

三

昧
講
の

指
南
の

書
と

し
て

の

性

　（
8）

質
を

持
ち

、

僧
俗
を

問
わ

ず
多
く
の

人

に

影
響
を

あ
た

え
た
こ

と

で

知

ら

れ

る
。

し

か

し
、

源
信
の

『

往
生

要
集
』

は

け
っ

し

て

前
代
か

ら

浸

透
す
る

浄
土

教
の

影
響
を
等
閑
に
し

た

訳

で

は

な
か
っ

た
。

佐
藤
哲
英

氏
は
、

千
観
が

説
く
十
大
願
は

、

第
二

願

に

は

還
相
摂
化

、

弥
勒
受
記

が

述
べ

ら

れ

る
が

、

源
信
の

『

十
大
願
』

で

は
、

第
七

願
、

第
八

願
に

そ
れ

ら

が

述
べ

ら

れ
、

こ

と

に

源
信
の

第
五

願
と

千
観
の

第
一

願
の

後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　（
9

）

半
部
分
が

、

ほ
と

ん

ど

本
文
が
一

致
す
る

こ

と

を

指
摘
さ
れ

た
。

源
信

は

浄
土

教
の

先
師
で

あ
る

千
観
に

影
響
を

う
け
て

い

る

の

で

あ
る

。

　

ま
た

源
信
は

、

良
源
の

『

極
楽
浄
土

九

品
往
生

義
』

か

ら

影
響
を

う

け
、

天

慶
以

降
に

京
洛
の

民
衆
に

念
仏

を

説
き

広
め

た

空
也
に

し

て

も

影
響
を

受
け
た

と

さ

れ
る

。

源
信
の

浄
土

教
は

、

そ

れ

ま
で

に

な
い

新

奇
な

浄
土

教
を
説
い

た

の

で

は

な
く

、

当
該
期
に

広
ま
る

浄
土

信
仰

を

摂
取
し

て

い

る
。

そ
れ

は
、

不
断
念

仏
、

ま

た

仏

名
会
に

し

て

も
同

様

で

あ

り
、

「

往
生

要
集
』

大
文
第
六
の

別
時
念
仏
に

お
い

て

は
、

『

摩
訶

止

観
』

常
行
三

昧
が

引
用
さ

れ

て

お

り
、

ま

た

『

往
生

要
集
』

本
文
中

に

は
、

三

千
仏

名
会
の

典
拠
と

さ

れ

る

『

三

千

仏
名
経
』

も
大

文
三

、

大

文
九
の

二

箇
所
に

引
用
さ

れ

て

お

り、

先
に

み

た
仏

名
会
や

不
断
念

五
五
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不
断

念
仏
と

『

往
生

要
集
』

（
伊
　
藤
）

仏
の

影
響
を
見
て

取
る
こ

と

が

出
来
る

。

　

仏

名
会
で

浸
透
し
た

地
獄
の

観
念

は
、

『

往
生

要
集
』

で

浄
土
と

対

比

さ

れ

る
。

極
楽
往
生

と

堕
地
獄

は

対
極
の

も
の

で

あ
る

が
、

『

往
生

要
集
』

に
よ

る

極
楽
往
生
は

観
察
念
仏
を

主

と

し
つ

つ

、

大
文

第
九

に

「

明
竍

ハ

往
生

ノ

諸
行
づ

者
謂

求
ユ

極
楽
→

者
不
⊃

ハ

必

専
コ

セ

念
仏
弓

須
”

明
コ

余

行
弓

任
鳴

各
楽
欲
に

」

（

『

恵

心
僧

都
全
集
』

一
、

比

叡
山
図

書
刊
行
会、

昭

和

二

年、

二

＝
頁
）

と
し

て

諸

行
往
生

を

本
質
と

し
、

『

往
生

要

集
』

の

堕
地
獄
は

、

因
果
応
報

観
に

も
と
つ

く
懲
罰
的
な

意
義
を

も
つ

の

で

あ

る

が
、

世

俗
の

悪

業
と

仏
教

的
な

作
善

行
が

鮮
明
に

対
比

さ

れ

て
い

る
。

　

永
延
二

年
（

九

八

八
）

に

源

信
が

制
し
た

『

起

請
十
二

箇
条
』

の

第

八

条
に
は
、

「

但
恐

生
前
不
レ

修一
一

善
根゚

何
何
因

二

ヵ

身
後
免
二

三

悪
道
」

（
『

恵
心
僧
都
全

集
』

一
、

三

四
五

頁）

と

し

て
、

三

悪

趣
を
免
れ

る

た

め

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
10）

に

善
根
を

修
す
こ

と

が

示
さ

れ

て

い

る
。

こ

こ

に

は

往
生

と

堕

地
獄
を

生
前
の

業
因
に

よ

り
対

比

す
る

観
念
が
み

え
、

堕
地
獄
の

恐
怖
か

ら

免

れ

る

た
め
に

諸
行
作
善
に

励
む

行
者
の

姿
が

み

え

て

く
る

。

　

地

獄
・

浄
土

は
、

単
な
る

対

比
と

し

て

源
信
が

創

案
し

た

の

で

な

く
、

民
間
に

広
ま
る

地

獄
の

観
念
を

汲
ん

だ

う
え

で

浄
土

思

想
と

対
比

さ
れ

た
。

『

往
生

要
集
』

は
、

同
世
代
の

浄
土

信

仰
、

ま
た

世
俗
の

倫

理
観
を
取
り
入
れ

て

製
作
さ

れ
て

お

り
、

後
の

浄
土

教
の

規

範
と

な

り

在
俗
層
に

広

く
受
容
さ

れ

る

の

で

あ
る

。

ま
と

め

五
六

　

天

台
宗
の

不
断
念
仏
の

展
開
期
に

は
、

仏

名
会
も

宮
中
を
中
心
と

し

て

盛
ん

に

行
わ
れ

て

い

た
。

地

獄
思

想
の

浸

透
が

仏

名
会
の

展
開
と

併

行
し

て

い

る

よ

う
に

、

『

往
生

要

集
』

に
つ

な

が
る

地
獄
・

浄
土

の

説

示
は

、

不
断
念
仏
・

仏
名
会
の

発
展
と
無
縁

の

も
の

で

は

な
い

。

円
仁

の

遺
志
を

汲
み

不
断
念
仏

を

始

修
し

た

相
応

が
、

三

千
仏

名
会
を
推
奨

し

た

こ

と

は

相
互

の

関
係
が

無

縁
の

も
の

で

は

な
い

こ

と
を

証
す
る

。

源
信
の

『

往
生

要
集
』

の

成
立
は

、

同
時
代
の

念

仏

信
仰
を
巧
み

に

包

摂
し

、

浄
土

教
理
に

お
い

て

堕
地

獄
の

観
念

を

取
り
入

れ

た
。

『

浄
土

三

部
経
』

を

も
と

に

す

る

も
の

で
は

な
く

、

当
該
期
に

広
ま
る

仏
教
信

仰
か

ら

撰
述
さ

れ

た
の

で

あ
る

。

　

源
信
の

『

往
生

要
集
』

は
、

新
た

な
念
仏
信
仰
を
提
示
し
た

の

で

な

く
、

良
源

、

空
也

、

千
観
と

い

っ

た

源

信
に

先
立
つ

先
師
の

浄
土

教
、

ま

た

不
断
念
仏

、

仏
名
会
と
い

う
法
会
の

意
義
も
受
容
し
た

上

で

撰
述

さ

れ

た

の

で

あ
る

。

1
　
拙

稿
「

不
断
念
仏
の

受
容
背
景
」

（
融
通
念
仏
宗
開
宗
九

百

年
記

念
大

　

通
上

人
三

百
回
御
遠
忌
奉
修
局
編
『

融
通

念
仏
の

信
仰
と

教
義
の

邂

逅
』

　

法
蔵
館、

平
成
二

七

年
）

。

2
　
佐

藤

道
子
『

悔
過

会
と

芸
能
』

（

法
蔵
館

、

平
成
一

四

年
∀

序
論
「

懺

　

悔
と

祈
願
の

法
会
」

。

3
　
山

岸
常
人
「

悔
過
か

ら

修
正
・

修
二

会
へ

　
　
平
安
時

代
前
期
悔
過
会
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の

変
容
」

（

『

南
都
仏

教
』

五

二
、

昭
和
五

九

年
）

。

4
　
薗
田

香
融
「

慶
慈
保
胤
と

そ
の

周
辺
」

（
『

顕
真
学
苑
論
集
』

四

八
、

昭

　

和
三
一

年
）

Q

5
　
寺
川

眞
知
夫
「

相
応
和
尚
像
の

変
貌
」

（

新
井
栄

蔵
・

後
藤
昭

雄
編
『

叡

　
山

を

め

ぐ
る

人
び

と
』

世

界

思

想
社

、

平
成
五

年
）

、

同
「

相
応
伝
に

記

　
さ

れ
た

阿

尾
奢
法
　
　
そ
の

構
造
と

病
気
治

療
と
の

関

係
　
　
」

（

『

佛
教

　

文
学
』

三
三

、

平
成
二
一

年
）

。

6
　
濱
田

隆
「

広
隆
寺
「

三

千
仏
画
』

」

（

『

国
華
』

八
八

六
、

昭
和
四
一

年）
。

7
　
和
歌

森
太
郎
「

仏
名
会
の

成
立
」

（
『

修
験

道
史
研

究
』

平
凡
社

、

昭
和

　
四

七

年
、

新
訂
版）

。

仏
名
会
に

つ

い

て
は
、

他
に

小
林
太

市
郎
「

仏
名

　
と

沙
門
地

獄
草
紙
」

（
『

小
林
太
市
郎
著
作
集
』

五
、

淡
交
社

、

昭
和
四
九

　

年）
、

竹
居

明
男
「

日

本
に
お

け
る

佛
名
會
の

盛
行
」

（
『

七

寺
古
逸
経
典

　

研
究
叢
書
』

三
、

大
東
出
版
社

、

平
成
七

年
）

を

参
照

。

8
　
小

原
仁
「

勧
学
会
と
二

十
五

三

昧
会
」

（

日

本

名
僧

論
集
『

源
信
』

吉

　

川
弘
文
館

、

昭
和
五
八

年
）

。

9
　
佐
藤
哲
英
『

叡
山

浄
土

教
の

研

究
』

（
百
華
苑

、

昭
和
五

三

年
）

七
五

頁
。

10
　
伊

藤
唯
真
「

『

往

生

要
集
』

の
一

側
面
　
　
悪
趣
抜
済
の

展
開
の

な

か

　
で

ー
」

（
『

往
生
要
集

研
究
』

永
田

文
昌
堂

、

昭

和
六
二

年
）

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
不

断
念
仏、

仏
名
会、

『

往
生

要
集
』

、

地

獄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

知
恩
院
浄
土

宗
学
研
究
所
研
究
員）

不
断

念
仏
と

『

往
生
要
集
』

（

伊
　
藤
）

　
　
　

新
刊

紹
介

廣
川
　
堯
敏
　
著

鎌
倉
浄
土
教
の

研
究

B
五

版
・

九
四
二

頁
・

本
体
価
格
二

二
、

○
○

○

円

　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
書
院
・

二

〇
一

四

年
六

月

五
七
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